
は
地
図
の
番
号
で
す
。

【発行】津房地区まちづくり協議会　〒 872-0711 宇佐市安心院町六郎丸 666 番地の 2　0978（48）2001

B
・
5	

東
椎
屋
の
滝 

国
指
定
の
名
勝

日
本
の
滝
百
選
に
選
ば
れ
た
、
九
州
を
代
表
す
る
名
瀑
。
85
ｍ

直
下
の
滝
は
九
州
華
厳
と
も
称
さ
れ
、
国
指
定
名
勝
耶
馬
溪
の

内
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
人
墨
客
に
好
ま
れ
、
帆
足
万
里
の
詩
碑
や
倉
田
紘
文
の
句
碑

も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
滝
の
裏
に
は
観
音
石
像
が
安
置

さ
れ
て
お
り
、
観
音
信
仰
の
霊
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

食
宿

津
房
館

旅
館 

・
名
物
ス
ッ
ポ
ン
の
コ
ー
ス
料

理
と
自
慢
の
温
泉
で
ゆ
っ
た
り

食

喫
茶　

た
か
ぎ

食
事
処 

～
薫
り
豊
か
な
コ
ー
ヒ
ー
で

　
　
　
　
　

優
雅
な
ひ
と
と
き
を
～

営 10時～20時　
休 第1火曜と年末年始2日間　
所 安心院町東椎屋滝の前 ℡ 0978-48-2749

食

仙
人
田
茶
屋

農
産
物
お
よ
び
加
工
品
直
売
、
赤
鶏

炭
火
焼
き
定
食
な
ど
の
名
物
料
理

食

こ
が
ら
こ
の
里

古
民
家
を
利
用
し
た
食
事
処

　

～
季
節
の
創
作
料
理
～　

　

食
遊

九
州
自
然
動
物
公
園

ア
フ
リ
カ
ン
サ
フ
ァ
リ

～
ジ
ャ
ン
グ
ル
バ
ス
～

野
生
の
世
界
に
大
接
近
！

納豆工房「大きな豆の木」
大粒の地元産大豆を使用した手作り納豆のお店
営 10時～17時　休 火曜　所 安心院町松本1814
℡ 0978-34-2533　URL http://www.oct-net.jp/˜mamenoki/

パンと器の店「ぱおぱお」
手作りの天然酵母パンと創作器のお店
営 11時～17時 （カフェは16時まで）
休 木曜、第2火曜、年末年始
所 安心院町松本442  ℡ 0978-48-2058
URL http://www.paopaopan.com

遊  津房温泉
滑らか泉質（アルカリ性単純温泉）
で、神経痛、五十肩、冷え性等に
効能あり。湧出温度 53℃で、熱い
温泉が好きな人におすすめ。大浴
場のほか、家族湯もあります。

松
本
イ
モ
リ
谷

四
方
を
山
に
囲
ま
れ
、
中
央
を
流
れ
る
小
川

に
沿
っ
て
広
が
る
、
南
北
約
３
㎞
東
西
約
１

㎞
の
小
さ
な
集
落
。
上
空
か
ら
見
る
と
、
イ

モ
リ
が
張
り
付
い
た
姿
そ
っ
く
り
な
た
め

「
イ
モ
リ
谷
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
平
成

16
年
度
、
農
林
水
産
祭
の
む
ら
づ
く
り
部
門

で
日
本
一
と
な
り
天
皇
杯
を
受
賞
。
年
間
を

通
じ
て
、
豊
か
な
自
然
や
文
化
を
楽
し
め
る

様
々
な
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。 

よ
う
こ
そ　

水
と
み
ど
り
の
郷　

津
房
へ

後
藤 

久

B
・
2				

顕
彰
碑
（
津
房
公
民
館
）

B
・
6				

毛
無
尾
森
林

18
歳
で
北
九
州
に
出
て
刻
苦
精
励
の
す
え
実

業
で
成
功
。
皇
紀
二
千
六
百
年
（
昭
和
15

年
）
記
念
と
し
て
萱
籠
の
毛け

な
し
お

無
尾
原
野
30
余

町
歩
を
買
収
し
、
苗
代
と
植
林
費
用
を
添
え

て
当
時
の
津
房
村
に
寄
贈
。
村
は
役
場
（
現

公
民
館
）
前
に
記
念
碑
を
建
立
し
ま
し
た
。

氏
は
同
年
に
58
歳
で
没
し
ま
し
た
が
、
そ
の

意
志
と
愛
郷
心
は
大
美
林
と
し
て
現
在
も

残
っ
て
い
ま
す
。

B
・
2	

地
獄
極
楽 

市
指
定
史
跡

江
戸
後
期
に
ノ
ミ
で
彫
ら
れ
た
、
地
獄
極
楽
を
生
前

体
験
で
き
る
施
設
。
当
時
の
姿
を
そ
の
ま
ま
残
す
、

全
国
的
に
も
珍
し
い
洞
窟
遺
跡
で
す
。
全
長
40
ｍ
の

「
地
獄
道
」
に
は
、
閻
魔
大
王
、
奪
衣
婆
、
血
の
池

地
獄
な
ど
が
待
ち
構
え
て
い
ま
す
。
30
ｍ
の
極
楽
道

を
抜
け
る
と
、
來
迎
弥
陀
の
前
に
到
着
。
更
に
5
ｍ

の
縦
穴
を
鎖
伝
い
に
登
る
と
、
丘
の
上
に
は
極
楽
浄

土
の
景
色
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

B
・
2	

楢
本
磨
崖
仏県指

定
史
跡

室
町
時
代
の
磨
崖
仏
の
特
色
（
か
ま

ぼ
こ
型
、
半
肉
彫
り
）
を
代
表
す
る

史
跡
。
二
段
か
ら
成
る
高
さ
5
ｍ
幅

40
ｍ
の
岩
に
45
体
の
仏
像
が
彫
ら
れ

て
い
ま
す
。
不
動
三
尊
、
薬
師
三

尊
、
十
二
神
将
、
地
蔵
菩
薩
な
ど
が

仏
の
世
界
を
表
現
す
る
曼
荼
羅
に

な
っ
て
い
ま
す
。

不
動
明
王
の
右
上
に
は
、
応
永
35
年

（
1
4
2
8
）
室
町
時
代
の
墨
書
銘

が
あ
り
ま
す
。

A
・
3	
南
光
寺
の
仁
王
像

県
指
定
有
形
文
化
財

安
心
院
四
光
寺
の
ひ
と
つ
「
南
光
寺
」
に
あ
る
仁
王
像
は
、

県
下
で
2
番
目
に
古
い
木
造
の
仁
王
像
で
す
。
阿
形
吽
形
い

ず
れ
も
、
楠
の
寄
木
造
り
で
高
さ
2
ｍ
27
㎝
、
胸
囲
1
ｍ
73

㎝
。
筋
骨
隆
々
の
体
は
、
鎌
倉
彫
刻
ら
し
い
雄
々
し
さ
に
満

ち
て
い
ま
す
。

A
・
2	

楢
本
の
鏝
絵
群

招
福
辟
邪
の
祈
り
を
込
め
、
漆
喰
の
壁
に
鏝こ

て

で
描
か
れ
た
絵

を
鏝
絵
と
言
い
ま
す
。
大
黒
様
が
寿
老
人
の
は
げ
頭
を
散
髪

す
る
「
外
法
の
梯
子
剃
り
」
を
引
用
し
な
が
ら
、
椅
子
、

ブ
ー
ツ
、
ヘ
ヤ
ー
ト
ニ
ッ
ク
、
西
洋
ば
さ
み
な
ど
の
西
洋
趣

味
を
描
き
、
文
明
開
化
を
地
域
へ
知
ら
せ
た
永
田
家
の
「
外

法
」
は
、
特
に
ユ
ニ
ー
ク
な
図
案
で
す
。

C
・
4　

C
・
6	

丸
田
・
須
崎
の
水
力
発
電
所

地
形
の
高
低
差
を
利
用
し
、
昭
和
6
年
（
1
9
3
1
）
に
発

電
を
開
始
し
た
現
役
の
水
力
発
電
所
。
平
成
14
年

（
2
0
0
2
）に
水
路
改
修
し
、
最
新
の
水
力
タ
ー
ビ
ン
に
更

新
し
た
こ
と
で
、
発
電
量
を
2
倍
に
増
や
し
ま
し
た
。
最
大

出
力
は
丸
田
が
１
、７
０
０
kW
、
須
崎
は
１
、3
０
０
kW
（
平

成
23
年
3
月
時
点
）
で
、
約
千
軒
の
家
庭
の
電
力
を
賄
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

B
・
5　

B
・
4	

丸
田
の
石
橋  

　
　
　
　
　
　
　
　

板
場
の
水
路
石
橋

丸
田
の
石
橋
は
、
昭
和
9
年
（
1
9
3
4
）、
院
内
の
名

棟
梁
・
松
田
新
之
助
に
よ
り
架
設
。
石
組
み
を
二
重
に
し

た
珍
し
い
つ
く
り
で
、
強
固
で
あ
り
、
清
流
に
映
え
る
美

し
い
景
観
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
板
場
の
水
路
石
橋

は
、
地
形
に
合
わ
せ
た
不
規
則
な
ア
ー
チ
が
特
徴
。
不
要

な
水
は
、
橋
の
下
を
流
れ
る
板
場
川
へ
と
落
と
さ
れ
る
た

め
、
水
量
が
多
い
時
期
は
、
滝
の
よ
う
な
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

B
・
4	

奈
多
落
と
し
の
滝

平
家
全
盛
期
の
板
場
に
は
、
弓
や
剣
に
優
れ
狩
を
た
し
な

む
源
氏
の
姫
、
奈
多
姫
が
隠
れ
住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の

奈
多
姫
が
足
を
滑
ら
せ
命
を
落
と
し
た
と
言
わ
れ
る
の

が
、「
奈
多
落
と
し
の
滝
」
で
す
。
大
き
な
淵
を
持
ち
、

第
一
と
第
二
の
滝
が
あ
り
ま
す
。 

A
・
6	

安
心
院
千
代
松
丸
の
墓

9
代
2
8
0
年
余
続
い
た
、
安
心
院
氏
終
焉

の
地
に
建
つ
墓
。
天
正
10
年
（
1
5
8
2
）、

地
頭
安
心
院
鱗
生
は
、
大
友
氏
に
よ
り
竜
王

城
を
攻
め
落
と
さ
れ
自
害
し
ま
し
た
。
鱗
生

の
息
子
、
安
心
院
千
代
松
丸
の
行
方
に
つ
い

て
は
、
九
人
个
峠
で
斬
殺
さ
れ
た
説
、
日
田

方
面
に
逃
げ
落
ち
る
途
中
、萱
籠（
墓
が
建
っ

て
い
る
所
）
で
殺
さ
れ
た
説
な
ど
、
諸
説
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
つ
ぶ
さ
】

偉
人

べる

まる

ぶ

食泊
遊

津
房
で

食

小
の
岩
の
庄

農
産
物
お
よ
び
加
工
品
直
売
、

ス
ッ
ポ
ン
う
ど
ん
な
ど
の
名
物
料
理

営 8時～17時（食堂10時～16時30分）
休 年中無休（年末年始4日間を除く）
所 安心院町戸方7-1  ℡ 0978-34-2224

営 11時30分～20時（要予約）
休 不定休  所 安心院町大見尾667-1
℡ 0978-48-2360

営 10時～20時
休 年中無休（年末年始2日間を除く）
所 安心院町六郎丸477-2
℡ 0978-48-2208
URL http://www.tsubusakan.net/

営  9時30分～19時30分　休 第2,4,5日曜
所 安心院町六郎丸472-2
℡ 0978-48-2755

食
宿

滝
見
苑

民
宿
・
ス
ッ
ポ
ン
、
川
魚
、
地
鶏

炭
火
焼
き
な
ど
の
名
物
料
理

営 9時～17時
休 3～11月：無休
     12～2月：水曜・年末年始4日間
所 安心院町東椎屋仙人田1050-7
℡ 0978-34-2525

営 3月～10月：9時～17時
　 11月～2月：10時～16時  休 年中無休
所 安心院町南畑2-1755-1　℡ 0978-48-2331
URL http://www.africansafari.co.jp/

営  4月～ 9月：11時～ 21時 
10月～ 3月：11時～ 20時

休 水曜
所 安心院町五郎丸373-1 
℡ 0978-48-2037

運営 : 津房地区まちづくり協議会

凡例
食食事

宿宿泊施設

遊遊び

営 営業時間

休 店休日

所 住所

℡ 電話番号

URL ホームページ

●
主
な
イ
ベ
ン
ト

春
（
レ
ン
ゲ
）
祭
り
、
純
米
酒｢

イ
モ
リ
谷｣

づ
く
り
（
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
、初
搾
り
ま
で
）、

ほ
た
る
コ
ン
サ
ー
ト
、盆
供
養
（
庭
入
り
）
踊
り
、

秋
祭
り
（
お
神
楽
）
な
ど
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MAP
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MAP
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MAP
B・3

MAP
C・5

MAP
B・5

MAP
B・3

MAP
A・2,3

MAP
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MAP
A・3

MAP
B・3


